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（
農
学
校
に
併
設
）
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
や
が
て

文
部
省
の
認
可
を
得
て
県
下
で
は
最
初
の
実
科
高
女
と

し
て
明
治
四
四
年
四
月
一
五
日
に
開
校
し
た
。（
現
在
の

開
校
記
念
日
）

　

入
学
資
格
は
高
等
小
学
校
一
年
修
了
程
度
、
修
業
年

限
三
年
で
あ
る
。
明
治
四
四
年
三
月
農
学
校
女
子
部
第

一
学
年
修
了
者
を
第
二
学
年
に
編
入
し
た
。
開
校
時
の

二
年
生
は
二
一
名
、
一
年
生
は
四
二
名
で
あ
っ
た
。
初

代
校
長
は
、
農
学
校
第
三
代
校
長
春
日
政
人
が
兼
任
し

た
。
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創
立
以
来
大
正
一
〇
年
ま
で
農
学
校
（
男
子
校
）
と

の
併
置
で
あ
っ
た
の
で
、
文
部
省
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、

男
女
生
徒
の
風
紀
取
締
り
と
訓
育
に
つ
い
て
配
慮
さ
れ

て
い
た
。
校
舎
は
分
割
使
用
し
、
校
庭
も
花
壇
で
中
央

か
ら
区
分
し
て
使
用
し
た
。
時
折
農
学
校
生
の
テ
ニ
ス

の
ボ
ー
ル
が
実
女
の
側
に
飛
び
込
み
、
大
さ
わ
ぎ
と
な

る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
生
徒
数
の
増
加
に
伴
っ
て
校
舎
が
せ
ま
く

な
っ
た
の
で
、
明
治
四
五
年
、
郡
会
の
決
議
を
経
て
、

学
科
室
一
、
裁
縫
兼
作
法
室
一
の
一
棟
を
増
築
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
同
年
五
月
に
竣
工
し
た
。
こ
の
増
築
棟

は
、
第
二
校
舎
と
よ
ば
れ
た
。
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本
校
の
前
身
は
明
治
四
一
年
郡
立
胆
沢
農
学
校
に
併

置
さ
れ
た
二
年
制
の
女
子
部
で
あ
っ
た
。

　

明
治
四
三
年
高
等
女
学
校
令
の
改
正
が
行
わ
れ
、
第

一
一
条
で
「
高
等
女
学
校
二
於
テ
ハ
主
ト
シ
テ
家
政
二

関
ス
ル
学
科
目
ヲ
修
メ
ム
ト
ス
ル
者
ノ
為
二
実
科
ヲ
置

キ
又
ハ
実
科
ノ
ミ
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得
、
実
科
ノ
ミ
ヲ
置

ク
高
等
女
学
校
ノ
名
称
ニ
ハ
実
科
ノ
文
字
ヲ
冠
ス
ヘ

シ
」
と
改
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
法
令
改
正
を
機
に
胆
沢
郡
は
、
女
子
部
を
実
科

高
等
女
学
校
に
昇
格
さ
せ
よ
う
と
運
動
を
起
こ
し
、
県

下
に
先
駆
け
て
明
治
四
四
年
、
胆
沢
郡
立
実
科
高
等
女

学
校
設
立
の
認
可
を
得
た
。

　

当
時
県
下
に
お
い
て
一
郡
で
郡
立
の
男
女
二
校
の
中

等
学
校
を
も
つ
と
こ
ろ
は
他
に
類
が
な
く
、
郡
民
の
教

育
に
対
す
る
熱
意
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
当
然
に
教
育
費
が
増
額
と
な
り
、

年
々
郡
財
政
を
苦
し
め
る
結
果
と
な
り
、
緊
縮
の
必
要

を
唱
え
る
説
が
強
ま
っ
た
。

　

大
正
一
二
年
、
郡
制
廃
止
を
機
に
郡
立
実
女
は
県
に

移
管
さ
れ
、
県
立
水
沢
実
科
高
等
女
学
校
と
名
称
が
改

め
ら
れ
た
。

　

続
い
て
大
正
一
三
年
、
学
則
変
更
が
行
わ
れ
、
修
業

年
限
は
三
ヵ
年
よ
り
四
ヵ
年
に
延
長
さ
れ
、
ま
た
定
員

も
一
五
〇
名
か
ら
二
〇
〇
名
に
増
員
さ
れ
た
。

　

大
正
一
四
年
九
月
に
は
町
費
一
万
円
余
を
県
に
寄
附

し
て
二
階
建
の
本
校
舎
建
築
に
着
工
し
、
大
正
一
五
年

二
月
に
竣
工
。
名
実
共
に
胆
沢
地
方
に
お
け
る
女
子
教

育
の
殿
堂
と
な
っ
た
。
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明
治
四
一
年
四
月
胆
沢
郡
立
胆
沢
農
学
校
に
女
子
部

が
併
設
さ
れ
た
（
入
学
資
格
は
高
等
小
学
校
二
年
卒
業

の
一
四
歳
以
上
、修
業
年
限
は
二
年
）。
当
時
の
県
下
女

子
中
等
教
育
と
し
て
は
四
校
（
師
範
学
校
女
子
部
、
県

立
盛
岡
高
女
、
私
立
東
北
高
女
、
西
磐
井
郡
立
女
子
職

業
学
校
）
あ
っ
た
が
、
男
女
共
学
体
制
と
し
て
は
県
下

の
先
端
を
切
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
卒
業
生
と
し
て
一
回

生
二
一
人
（
入
学
時
の
約
１
／
２
）、
二
回
生
九
人
（
入

学
時
の
約
１
／
４
）
を
送
り
だ
し
た
が
、
わ
ず
か
三
年

間
で
廃
止
さ
れ
、
実
科
高
女
と
し
て
独
立
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

明
治
四
三
年
高
等
女
学
校
令
第
一
一
条
（
い
わ
ゆ
る

実
科
教
育
規
程
）
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
規
程
に
則
り
、

同
年
一
二
月
の
胆
沢
郡
会
で
胆
沢
農
学
校
の
女
子
部
を

廃
止
し
、
さ
ら
に
胆
沢
郡
立
実
科
高
等
女
学
校
を
設
立
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創
設
期
の
生
徒
手
帖
は
、
生
徒
の
課
業
・
学
業
の
成

績
、
出
欠
勤
惰
、
身
体
状
況
お
よ
び
学
用
品
購
入
費
概

算
、
な
ど
の
す
べ
て
を
網
羅
し
て
あ
っ
た
。
こ
れ
を
常

に
生
徒
に
携
帯
さ
せ
、
ま
た
学
校
と
家
庭
と
の
連
絡
に

用
い
、
生
徒
の
訓
育
、
教
養
の
育
成
を
は
か
っ
た
。
下

の
写
真
で
示
し
た
以
外
の
内
容
を
次
に
示
す
。

　
　

一
ペ
ー
ジ　

皇
后
陛
下
御
製　

金
剛
石

　
　

二　

〃　
　

水
は
器
（
水
は
う
つ
は
に
し
た
が
ひ

　
　
　
　
　
　
　

て
…
…
）

　
　

三　

〃　
　

生
徒
手
帖
使
用
心
得

　
　

一
二
〜
一
五
ペ
ー
ジ　
　

学
校
よ
り
の
通
信
欄

　
　

一
六
〜
二
一　

〃　
　
　

家
庭
よ
り
の
通
信
欄
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家
庭
に
お
い
て
、
つ
ね
に
指
導
・
訓
戒
・
監
督
を
怠

ら
ず
、
ま
た
学
校
と
の
連
絡
を
緊
密
に
取
っ
て
ほ
し
い

�
�
�
�
�
�
�
�

と
し
て
、
特
に
六
項
目
の
注
意
事
項
を
あ
げ
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
も
、
稗
史
（
大
衆
小
説
的
な
歴
史
）・
小
説

な
ど
青
年
子
女
の
耽
溺
し
や
す
い
読
物
は
、
そ
れ
ほ
ど

有
害
で
な
く
て
も
禁
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
校
内
で

も
そ
の
点
は
き
び
し
く
、
昼
の
休
み
時
間
に
単
行
本
を

読
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
中
川
校
長
か
ら
大
声
で
「
何
を

読
ん
で
い
る
か
」
と
詰
問
さ
れ
る
と
い
う
場
面
も
あ
っ

た
。（
第
一
回
卒　

三
宮
愛
子
氏
談
）
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教
育
勅
語
と
戊
申
詔
書
（
浮
華
を
戒
め
、
綱
紀
の
粛

正
を
強
調
し
た
詔
書
）
の
御
趣
旨
に
基
づ
い
て
す
べ
て

の
行
動
を
と
る
こ
と
と
し
、
以
下
に
目
上
の
命
に
服
し
、

信
義
と
礼
儀
を
重
ん
じ
、
容
儀
、
言
動
等
は
整
斉
静
粛
・

優
美
明
瞭
・
て
い
ね
い
で
あ
る
こ
と
等
の
心
得
を
あ
げ

て
い
る
。
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授
業
料
は
月
八
〇
銭
、
校
友
会
費
は
月
五
銭
、
教
科

書
お
よ
び
学
用
品
の
合
計
額
は
学
年
に
よ
っ
て
差
が
あ

る
が
、
お
よ
そ
一
五
円
六
〇
銭
〜
一
七
円
三
四
銭
で

あ
っ
た
。
別
に
寄
宿
舎
の
舎
費
は
月
三
円
内
外
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

　

明
治
四
四
年
の
精
米
は
一
石
で
二
二
円
四
五
銭
、
鶏

卵
一
貫
一
円
八
八
銭
、
木
綿
一
反
六
二
銭
、
炭
一
俵
四

五
銭
で
あ
っ
た
か
ら
、
昭
和
四
五
年
の
授
業
料
（
八
○

○
円
）
と
大
差
の
な
い
割
合
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
諸
費
用
を
生
徒
手
帖
に
明
示
し
、

み
だ
り
に
金
銭
を
持
た
せ
ず
、
寄
宿
舎
生
に
は
小
遣
帳

の
記
入
ま
で
親
切
に
指
導
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
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中
川
校
長
（
第
二
代
校
長
）
は
創
設
期
か
ら
一
〇
年

に
わ
た
っ
て
、
す
ぐ
れ
た
指
導
力
と
相
ま
っ
て
、
地
域

と
融
合
し
て
学
校
の
充
実
に
尽
力
し
、
ま
た
発
展
の
原

動
力
と
な
っ
た
。
校
長
自
ら
修
身
の
教
鞭
を
執
り
、
い

わ
ゆ
る
″
女
訓
″
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
婦
徳
の
涵
養
に

努
め
た
。
生
徒
に
は
積
善
日
誌
の
記
入
に
よ
っ
て
修
養

に
努
め
さ
せ
た
。
一
般
教
科
も
履
修
さ
せ
た
が
、裁
縫
・

家
事
・
実
業
（
園
芸
・
養
蚕
・
蚕
種
検
査
）
に
重
点
を

置
き
、
特
に
も
裁
縫
の
配
当
時
間
を
多
く
し
て
、
生
徒

各
自
が
自
信
が
つ
く
ま
で
徹
底
し
た
。
ま
た
養
蚕
の
実

習
で
は
桑
摘
み
や
製
糸
等
も
行
い
、
飼
育
の
た
め
に
夏

季
休
暇
に
も
出
校
し
た
。

　

学
校
行
事
と
し
て
は
成
績
品
の
展
覧
会（
文
化
の
日
）、

学
芸
会
、
校
内
卓
球
試
合
、
早
縫
い
大
会
、
遠
足
、
修

学
旅
行
等
が
行
わ
れ
た
。

　

創
立
当
初
は
入
学
志
願
者
が
少
な
く
先
生
方
が
郡
下

の
小
学
校
に
出
か
け
て
募
集
し
た
が
、
次
第
に
志
願
者

が
増
加
し
て
競
争
率
が
高
く
な
っ
て
い
っ
た
。　
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前
列
向
か
っ
て
左
よ
り
、
角
田
秀
太
郎
（
農
業
）、
高

橋
仁
左
ヱ
門
（
養
蚕
）、
吉
田
伊
兵
衛
（
園
芸
）、
川
井

甚
平
（
教
頭
）、
中
川
寿
照
（
校
長
・
修
身
）、
只
野
清

（
国
語
）、
高
橋
ふ
じ
（
理
科
・
数
学
）、
森
イ
サ
ミ

（
裁
縫
）、
松
原
茂
（
体
操
・
習
字
・
裁
縫
）。

　

男
子
教
員
の
多
く
は
農
学
校
と
の
兼
任
で
あ
っ
た
。

　

写
真
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、
創
設
期
の
教
員
と
し
て
、

岩
淵　

諫
、
千
田
清
作
、
古
川
シ
ゲ
、
中
野
ト
セ
の
諸

先
生
、
校
医
と
し
て
田
代
伸
平
氏
が
お
ら
れ
た
。
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���前列向かって左から佐藤ソノ、中西ワク
ワ、安彦やを、後列　郷右近タリヨ、石川カホ
ル、千葉キヨスの諸氏
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�前列向かって左
から佐藤ソノ、中三宮愛子、原子まつ、佐々木マチヲの諸
氏
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時
代
が
進
む
に
し
た
が
っ
て
通
信
帖
を
発
行
す
る
よ

う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
記
生
徒
手
帖
の
学
業
成

績
表
と
同
じ
く
評
語
は
優
・
甲
・
乙
・
丙
・
丁
の
五
種

を
用
い
て
い
る
が
、
科
目
で
は
歴
史
が
地
歴
と
な
り
、

手
芸
・
操
行
が
消
え
て
い
る
。

　

こ
の
通
信
欄
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
入
さ
れ
て
い

る
。

①
八
月
一
日
よ
り
三
一
日
ま
で
夏
季
休
業
。

②
時
々
学
科
の
復
習
を
な
さ
し
め
、
而
し
て
家
事
の
手

伝
い
十
分
に
せ
し
め
ら
れ
度
し
。
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こ
の
頃
は
汽
車
は
あ
っ
た
が
、
バ
ス
は
な
く
交
通
不

便
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
水
沢
町
以
外
か
ら
の
生
徒

は
、
自
炊
や
下
宿
生
活
の
も
の
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は

寄
宿
舎
生
活
を
送
っ
た
。
寄
宿
舎
は
、
民
家
を
借
用
し

た
。
初
期
に
は
、
吉
小
路
小
野
金
物
店
の
裏
に
あ
っ
た
。

　

約
三
〇
名
ほ
ど
宿
泊
し
、
一
室
六
〜
七
名
を
収
容
、

炊
事
婦
と
舎
監
二
名
（
女
教
諭
）
を
配
置
し
た
。
毎
日

廊
下
で
朝
礼
を
行
い
、
週
に
一
度
は
舎
監
か
ら
日
常
生

活
に
関
し
て
有
益
な
話
が
あ
り
、
そ
れ
が
大
変
楽
し
み

で
あ
っ
た
。
時
間
の
規
則
正
し
い
こ
と
、
す
べ
て
当
番
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�後列左から舎監の鈴木ウメヨ、松原茂の両先生
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一
日
六
時
間
の
授
業
が
終
わ
る
と
希
望
者
が
集
ま
っ

て
仕
舞
、
テ
ニ
ス
、
ピ
ン
ポ
ン
（
卓
球
）
等
が
行
わ
れ

た
。
教
員
の
み
で
な
く
、
地
域
の
人
々
も
加
わ
っ
て
一

緒
に
楽
し
み
、
ま
た
指
導
し
た
。
ク
ラ
ブ
と
は
よ
ば
れ

な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
集
ま
り
が
次
第
に
同
好
会

の
形
を
と
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
仕
舞
は
発

表
会
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、
ピ
ン
ポ
ン
は
校
内
試
合
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
別
に
カ
ル
タ
に
熱
中
す
る
生
徒
の
グ

ル
ー
プ
も
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
当
時
水
沢
で
は
謡
曲
・
仕
舞
が
普
及
し
て

お
り
、
中
川
校
長
は
、
こ
れ
を
女
性
の
礼
儀
作
法
や
情

操
陶
冶
の
一
助
と
し
て
、
課
外
指
導
と
し
て
と
り
入
れ

た
。
指
導
の
中
心
は
宝
生
流
の
石
川
亀
章
氏
で
あ
っ
た

が
、
さ
ら
に
緯
度
観
測
所
長
木
村
博
士
・
同
次
長
橋
本

博
士
・
校
長
夫
人
な
ど
も
加
わ
っ
た
。
発
表
会
を
行
う

と
き
に
は
石
川
氏
が
謡
曲
を
受
け
持
ち
、
他
の
指
導
者

の
方
々
が
笛
や
鼓
を
受
け
持
た
れ
た
。
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次
第
に
学
校
の
形
態
も
整
い
、
大
正
元
年
頃
か
ら
学

芸
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
内
容
は
活
人
画
・

演
劇
・
音
楽
発
表
・
制
作
品
の
展
示
な
ど
を
含
め
た
総

合
発
表
の
形
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

活
人
画
と
称
す
る
も
の
は
、歌
の
内
容
を
表
徴
す
る
情

景
を
演
出
し
、
裏
方
で
歌
う
も
の
で
あ
り
、
文
字
通
り
活

人
が
つ
く
り
出
す
情
景
（
画
）
と
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
す

歌
と
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
動
作
や
台
詞
の
と
も
な

わ
な
い
顔
見
せ
演
劇
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　

初
期
の
修
学
旅
行
は
仙
台
・
松
島
ま
で
の
一
泊
旅
行

で
あ
っ
た
。
大
正
九
年
頃
に
な
る
と
二
泊
三
日
の
行
程

で
日
光
・
中
禅
寺
湖
付
近
ま
で
行
き
、
さ
ら
に
そ
の
後

は
東
京
ま
で
距
離
を
伸
ば
し
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
仙

台
・
松
島
へ
は
小
旅
行
と
し
て
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。

当
時
は
和
服
・
下
駄
履
き
、
雨
コ
ー
ト
着
用
、
長
柄
の

コ
ー
モ
リ
傘
を
も
ち
、
そ
の
他
一
切
の
所
持
品
は
木
綿

の
風
呂
敷
に
包
ん
で
持
つ
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。

靴
を
履
く
も
の
も
若
干
み
え
て
き
た
。

�
�
�
�
�
�
�
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����左
３人目から大塚先生、宝生流石、川亀章氏、中川校長夫人

��������	
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���左から渡辺ミツ、坂本ウ
メヨ、辻山キクヨ
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���������
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大
正
一
〇
年
四
月
、
国
会
に
お
い
て
、
郡
制
廃
止
に

関
す
る
法
律
が
成
立
し
、
大
正
一
二
年
四
月
一
日
付
で
、

郡
制
を
廃
止
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
間
の
二

年
間
は
言
わ
ば
そ
の
た
め
の
準
備
期
間
で
あ
っ
た
。

　

県
は
大
正
一
〇
年
九
月
、
早
く
も
郡
制
廃
止
に
と
も

な
う
郡
立
学
校
の
措
置
に
つ
い
て
「
郡
立
学
校
移
管
に

関
す
る
意
見
書
」
を
出
し
、
郡
立
学
校
の
県
立
移
管
の

必
要
性
、
妥
当
性
を
述
べ
、
併
せ
て
県
立
移
管
の
前
提

と
し
て
、
郡
立
学
校
の
校
舎
、
校
具
等
の
不
備
を
早
急

に
整
備
す
る
よ
う
関
係
各
郡
に
求
め
た
。

　

こ
の
求
め
に
応
じ
、
胆
沢
郡
は
郡
立
実
科
高
等
女
学

校
の
県
立
移
管
の
必
要
条
件
を
満
た
す
た
め
に
、
大
正

一
一
年
七
月
、
一
一
、
七
〇
〇
円
余
を
投
じ
、
講
堂
、

寄
宿
舎
の
新
築
に
着
工
し
た
。

　

一
方
、
政
府
は
大
正
一
一
年
八
月
二
九
日
、
内
務
、

文
部
両
大
臣
名
で
、
各
郡
会
、
各
県
会
に
対
し
「
郡
制

廃
止
に
依
る
郡
に
属
す
る
営
造
物
及
事
業
並
に
権
利
義

務
の
帰
属
に
関
す
る
件
」
に
つ
い
て
の
諮
問
を
行
っ
た
。

こ
の
中
に
胆
沢
実
女
の
県
立
移
管
が
提
示
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
諮
問
に
対
し
、
胆
沢
郡
会
は
同
年

九
月
四
日
、
岩
手
県
会
は
同
年
九
月
一
六
日
、
全
員
の

賛
成
を
も
っ
て
諮
問
通
り
の
決
定
を
行
い
、
答
申
を
提
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�

��
�

�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�		

�
�
�
�
�
�
�

出
し
た
。

　

こ
う
し
て
郡
立
実
科
高
等
女
学
校
は
県
立
移
管
が
決

定
し
、
大
正
一
二
年
四
月
一
日
付
で
岩
手
県
立
水
沢
実

科
高
等
女
学
校
と
名
称
が
改
ま
り
、
一
段
の
飛
躍
が
期

待
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

��������	
������

�����髪型が入学時で桃割れが
多い。小学校時代の桃割れを女学校
時代にも通す生徒もあった。

��������������	

���紋付の式服。
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���３年生のときの夏姿。元禄
袖で長柄のコーモリを持参。当時
としてはハイカラな姿であった。

��������	


����������

���������

���������	
�������

��������	
����������

�������

��

制
で
や
っ
た
こ
と
、
夜
の
二
時
間
の
自
習
の
こ
と
な
ど
、

寄
宿
舎
で
体
得
し
た
こ
と
は
社
会
に
出
て
非
常
に
役

立
っ
た
。（
菅
野
ツ
ル
氏
と
高
橋
タ
カ
氏
談
）

�
　　

衣
服
、
髪
飾
、
履
物
等
す
べ
て
質
素
で
あ
る
よ
う
指

導
さ
れ
て
い
た
。
衣
服
は
ほ
と
ん
ど
自
作
品
で
、
腰
上

げ
・
肩
上
げ
な
ど
を
し
て
、
一
生
着
用
で
き
る
よ
う
に

工
夫
さ
れ
て
い
た
。
和
服
は
木
綿
の
サ
ツ
マ
カ
ス
リ
が

多
か
っ
た
が
、
大
正
九
年
頃
か
ら
縞
の
柄
も
流
行
し
た
。

��
�
�
�
�

�

あ
ら
た
ま
っ
た
式
で
は
木
綿
元
禄
の
紋
付
を
着
用
し
た
。

袴
は
エ
ビ
茶
色
で
、
裾
に
波
形
の
白
線
を
つ
け
て
実
女

生
の
誇
り
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
正
八
年
に
は

バ
ッ
チ
が
制
定
さ
れ
、
こ
の
バ
ッ
チ
を
袴
の
紐
に
つ
け

る
こ
と
に
よ
り
、
袴
の
白
線
が
廃
止
さ
れ
た
。

　

髪
形
は
小
学
生
と
同
様
の
桃
割
れ
の
他
に
二
百
三
高

地
が
多
く
、
ま
た
お
下
げ
も
み
ら
れ
た
。

　

履
物
は
下
駄
で
、
雨
天
時
な
ど
に
は
爪
革
を
つ
け
て

汚
れ
る
こ
と
を
よ
け
た
。
雨
コ
ー
ト
も
各
自
製
作
し
、

胸
に
飾
り
紐
の
つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
傘
は
長
柄
の

コ
ー
モ
リ
傘
で
杖
代
り
と
も
な
っ
た
。

　

所
持
品
は
風
呂
敷
包
み
と
し
て
所
持
、
肩
に
背
負
う

こ
と
も
あ
っ
た
。

��������	
��������眼鏡をかけ
ておられるのが高橋ふじ先生、２列目の右端が飯
島先生
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前
列
中
央
は
田
中
先
生（
左
側
）と
青
山
先
生（
右
側
）、右

端
は
炊
事
婦
高
橋
ミ
ヨ
シ
さ
ん
。
田
中
・
青
山
両
先
生
は

舎
監
と
し
て
寮
生
に
人
気
が
あ
っ
た
。高
橋
さ
ん
は
親
切

な
炊
事
婦
と
し
て
昭
和
一
五
年
に
は
二
三
年
勤
続
で
表

彰
さ
れ
た
。

��������	
��大
正８年に制定されたもの。
生徒は袴の紐につけて垂
れ下げていた。

������������	

�����庭球の服装。ひ
さしの広い帽子が目立つ。
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す
で
に
郡
立
当
時
よ
り
胆
沢
実
科
高
等
女
学
校
の
修

業
年
限
を
三
ヵ
年
よ
り
四
ヵ
年
に
延
長
す
る
計
画
が

あ
っ
た
が
、
種
々
の
事
情
か
ら
実
現
出
来
ず
に
い
た
。

た
ま
た
ま
、
大
正
一
二
年
、
県
立
水
沢
実
科
高
等
女
学

校
に
な
っ
た
の
を
機
に
、
是
非
と
も
修
業
年
限
延
長
の

認
可
を
得
よ
う
と
運
動
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
時

期
に
県
立
移
管
と
な
っ
た
遠
野
・
一
戸
両
実
科
高
女
が

四
ヵ
年
に
な
っ
た
の
に
対
し
、
水
沢
実
科
高
女
だ
け
が

従
前
通
り
三
ヵ
年
に
と
ど
め
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
女
子
教
育
の
充
実
を
求
め
る
郡
民
の
熱
意

と
郡
下
の
向
学
心
の
向
上
に
伴
う
志
願
者
増
加
の
現
実

は
、
大
正
一
三
年
再
度
、
修
業
年
限
延
長
の
陳
情
を
再

燃
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
大
正
一
三
年
二
月
二
八
日
、
胆
沢
郡
長
名

を
も
っ
て
水
沢
実
科
高
等
女
学
校
修
業
年
限
延
長
の
件

を
水
沢
農
学
校
の
定
員
倍
加
の
件
と
併
せ
て
、
五
万
円

の
寄
附
と
い
う
附
帯
条
件
を
添
え
て
県
に
陳
情
し
た
。

　

し
か
し
、
当
時
の
県
財
政
の
実
情
か
ら
み
て
不
可
能

と
判
断
し
て
、
郡
は
急
遽
方
針
を
変
更
し
、
同
年
三
月

一
〇
日
、
水
沢
農
学
校
の
定
員
倍
加
の
件
は
断
念
し
、

水
沢
実
科
高
等
女
学
校
の
修
業
年
限
延
長
に
的
を
し
ぼ

り
、
水
沢
町
が
向
こ
う
三
ヵ
年
に
わ
た
り
三
万
円
の
寄

附
を
行
う
こ
と
を
付
し
て
強
く
陳
情
を
続
け
た
。

　

こ
う
し
た
郡
民
の
熱
意
は
大
正
一
三
年
四
月
九
日
、

文
部
大
臣
の
認
可
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
水
沢
実
科
高

�
�
�
�
�
�

等
女
学
校
は
ま
す
ま
す
内
容
の
充
実
を
み
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

修
業
年
限
の
変
更
に
よ
り
、
入
学
資
格
は
従
前
の
高

等
小
学
校
一
年
修
了
者
、
及
び
そ
れ
ら
と
同
等
の
学
力

を
有
す
る
者
よ
り
尋
常
小
学
校
卒
業
者
、
及
び
そ
れ
ら

と
同
等
の
学
力
を
有
す
る
者
と
改
ま
り
、
同
時
に
定
員

は
一
五
〇
名
よ
り
二
〇
〇
名
と
増
加
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
年
の
入
学
試
験
は
非
常
に
変
則
的
で
あ

り
、
三
月
に
第
一
回
募
集
（
高
等
小
学
校
一
年
修
了
者

対
象
）
が
行
わ
れ
、
続
い
て
四
月
に
学
則
変
更
に
よ
る

第
二
回
募
集
（
尋
常
小
学
校
卒
対
象
）
が
あ
っ
た
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
第
一
回
募
集
で
入
学
し
た
一
年
生
は

半
月
た
ら
ず
で
二
年
生
と
な
り
、
二
年
、
三
年
も
各
々

同
様
に
三
年
、
四
年
に
進
級
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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水
沢
実
科
高
等
女
学
校
の
県
移
管
記
念
式
は
胆
沢
郡

の
主
催
に
よ
り
大
正
一
二
年
一
二
月
一
七
日
、
本
校
講

堂
に
お
い
て
県
知
事
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
を
迎
え
盛

大
に
催
さ
れ
た
。

　

な
お
、
式
当
日
の
模
様
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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去
る
大
正
一
二
年
一
二
月
一
七
日
、
此
の
日
は
本
校

が
縣
に
移
管
さ
れ
た
、
永
遠
に
忘
る
ゝ
こ
と
の
出
来
な

い
記
念
日
で
あ
り
ま
し
た
。

　

此
の
日
天
も
祝
意
を
表
し
て
か
、
朝
か
ら
よ
く
晴
れ

て
一
片
の
雲
だ
に
見
せ
な
い
。
碧
空
高
く
翩
翻
と
し
て

飜
る
は
、
校
庭
高
く
蜘
蛛
手
に
引
張
ら
れ
た
る
萬
國
旗
。

校
門
に
は
大
ア
ー
チ
造
ら
れ
て
時
な
ら
ぬ
緑
を
添
ひ
て
、

交
叉
さ
れ
た
る
大
國
旗
と
の
色
の
配
合
亦
妙
、
玄
關
に

は
小
國
旗
紅
白
の
幔
幕
を
廻
ら
さ
れ
た
る
上
に
交
叉
さ

れ
、
係
員
の
樂
し
げ
な
る
談
笑
の
洩
れ
聞
ゆ
る
は
大
方

の
準
備
整
ひ
た
る
徴
な
る
べ
し
。

　

時
正
に
午
後
一
時
、
號
砲
一
發
青
空
高
く
白
煙
中
に

風
船
浮
べ
ば
、
來
賓
並
に
参
列
者
堵
を
成
し
て
、
校
門

に
續
く
。

　

左
記
次
第
書
に
よ
り
て
式
は
始
ま
る
。

　
　
　
　

次　
　

第

　
　

一
、
生
徒
職
員
係
員
入
場

　
　

二
、
來
賓
入
場

　
　

三
、
擧
式
ノ
辭

　
　

四
、
君
が
代
二
唱

　
　

五
、
式　
　

辭

　
　

六
、
知
事
告
辭

　
　

七
、
祝　
　

辭

　
　

八
、
謝　
　

辭

　
　

九
、
閉
会
ノ
辭

　
　

十
、
一
同
退
場

　

式
場
は
講
堂
に
て
、
四
壁
に
は
紅
白
の
幔
幕
廻
さ
れ
、

天
井
に
は
、
五
色
の
レ
ー
ス
、
萬
國
旗
、
時
な
ら
ぬ
紅

葉
の
造
花
等
配
合
よ
く
蜘
蛛
の
巣
の
如
く
に
八
方
に
張

ら
れ
、
其
の
眞
中
に
祝
の
大
字
は
殊
に
目
に
付
く
、
正

面
に
は
二
張
の
紫
の
幔
幕
崇
嚴
を
添
へ
、
其
の
右
手
ピ

ア
ノ
の
側
に
は
同
窓
生
有
志
の
寄
贈
さ
れ
た
大
花
輪
飾

ら
れ
て
一
段
の
趣
が
あ
り
、
一
百
餘
人
の
生
徒
、
五
〇

餘
人
の
同
窓
生
、
參
列
者
來
賓
者
等
に
て
立
錐
の
餘
地

だ
に
見
え
ぬ
よ
う
、
來
賓
席
に
は
牛
塚
本
縣
知
事
を
初

め
、
代
議
士
志
賀
和
賀
多
利
氏
關
學
務
課
長
各
縣
會
議

員
各
中
等
學
校
長
各
新
聞
社
長
各
町
村
長
町
有
志
等
に

し
て
、
中
嶋
裁
判
所
長
木
村
緯
度
測
候
所
長
等
も
見
え

ら
れ
、
式
場
の
緊
張
味
堂
に
滿
ち
、
寂
と
し
て
咳
一
つ

聞
え
ず
、
ピ
ア
ノ
の
合
圖
に
君
ケ
代
二
唱
、
亀
山
郡
長

の
式
辭
、
牛
塚
縣
知
事
の
告
辭
、
高
橋
縣
會
副
議
長
鈴

木
盛
岡
圖
書
館
長
吉
田
膽
江
場
長
小
林
水
澤
小
學
校
長

等
の
祝
辞
、
鏡
盛
岡
高
等
農
林
學
校
長
前
校
長
中
川
壽

照
氏
其
他
よ
り
の
祝
電
朗
讀
あ
り
て
、
菊
池
女
學
校
長

の
謝
辞
あ
り
、
此
の
時
に
記
念
撮
影
の
カ
メ
ラ
の
音
は
、

靜
寂
を
破
る
、
式
は
滞
り
な
く
進
行
し
二
時
半
盛
會
裡

に
式
は
閉
じ
ら
る
。

　

尚
來
賓
控
室
、
參
列
者
控
室
な
ど
は
、
櫻
の
間
、
紅

葉
の
間
な
ど
と
華
や
か
に
装
飾
施
さ
れ
、
郷
土
偉
人
の

書
畫
骨
董
品
陳
列
室
、
機
械
標
本
陳
列
室
、
生
徒
成
績

品
陳
列
室
亦
よ
く
飾
ら
れ
、
參
觀
者
も
多
數
に
し
て
、

記
念
式
に
一
段
の
光
彩
を
添
へ
ら
れ
ま
し
た
。

（
会
報
創
刊
号
よ
り
・
原
文
の
ま
ま
）
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尊
女
卑
を
思
想
と
す
る
封
建
的
倫
理
観
で
貫
か
れ
て
い

る
。

　

勅
語
の
謄
本
は
全
国
の
学
校
に
配
布
さ
れ
、
三
大
節

の
儀
式
に
お
い
て
勅
語
の
奉
読
が
行
わ
れ
、
ま
た
修
身

の
教
科
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
精
神
の
徹
底
が
行

わ
れ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国
民
精
神
の
振
興
、
更
張
を

は
か
る
趣
旨
の
も
と
に
大
正
一
二
年
一
一
月
十
日
、
渙

発
さ
れ
た
詔
書
で
あ
る
。

　

そ
の
思
想
は
教
育
勅
語
、
戊
申
詔
書
と
同
じ
国
民
道

徳
の
思
想
を
受
け
つ
ぎ
、
明
治
、
大
正
時
代
に
お
け
る

国
民
教
育
お
よ
び
社
会
教
化
に
関
す
る
三
大
詔
勅
の
一

つ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
詔
書
が
渙
発
さ
れ
た
目
的
は
大
正
一
二

年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
と
、
そ
れ
に
よ
る
人
心
の

不
安
動
揺
を
鎮
め
る
た
め
で
あ
っ
た
。

�
�
�
�
�
�
�

　

例
年
、
国
幣
社
駒
形
神
社
の
春
の
祭
礼
（
五
月
三
日
）

と
秋
の
祭
礼
（
九
月
一
九
日
）
に
は
全
校
生
徒
が
黒
紋

付
に
袴
の
正
装
で
参
拝
を
行
っ
た
。

�

�
�
�
�
�
�
�

　

大
正
末
期
の
水
沢
実
科
高
女
は
郡
立
か
ら
県
立
移
管

と
な
っ
た
時
期
で
も
あ
り
、
ま
た
、
修
業
年
限
も
三
ヵ

年
か
ら
四
ヵ
年
に
延
長
に
な
る
と
い
っ
た
過
渡
期
で

あ
っ
た
た
め
、
完
全
に
こ
の
学
科
課
程
の
と
お
り
実
施

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
ほ
ぼ
こ
れ
に
準
じ
て
行
わ

れ
た
。

　

な
お
、
こ
の
他
に
卒
業
生
の
話
に
よ
れ
ば
、
二
・
三

年
頃
よ
り
初
歩
的
な
英
語
を
盛
岡
高
等
農
林
出
身
の
黒

沼
先
生
よ
り
教
わ
り
、
上
級
学
校
進
学
に
幾
分
な
り
と

も
助
け
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

な
お
、
ピ
ア
ノ
が
備
わ
っ
た
の
は
大
正
一
一
年
で
あ

り
、
ミ
シ
ン
は
大
正
一
三
年
頃
に
は
三
台
備
わ
っ
て
い

た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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大
正
末
期
の
志
願
状
況
は
毎
年
の
よ
う
に
二
倍
以
上

の
志
願
者
を
数
え
、
大
変
な
入
学
難
で
あ
っ
た
。

　

大
正
一
二
年
入
学
の
一
四
回
生
、
菊
地
恭
氏
は
当
時

の
思
い
出
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
大
正
一
二
年
県
立
移
管
に
な
っ
た
た
め
志
願
者
も

多
く
募
集
定
員
五
〇
名
に
対
し
、
一
一
一
名
の
志
願
者

を
数
え
る
有
様
で
、
皆
心
配
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
受
験
準
備
教
育
な
る
も
の
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

　

放
課
後
二
時
間
の
補
習
授
業
を
終
え
て
家
に
帰
り
夕

食
を
す
ま
す
と
、
直
ち
に
各
人
そ
れ
ぞ
れ
選
ん
だ
先
生

の
家
に
行
っ
て
受
験
勉
強
を
し
た
。本
来
な
ら
ば
盛
岡
・

仙
台
の
女
学
校
に
行
く
よ
う
な
人
達
も
水
沢
の
女
学
校

に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
入
学

難
の
現
象
は
水
沢

実
科
高
女
に
限
っ

た
話
で
は
な
く
、

下
記
の
県
下
中
等

学
校
入
学
状
況
で

も
わ
か
る
と
お
り

一
部
の
学
校
を
除

い
て
一
・
五
倍
〜

三
倍
の
競
争
率
で

あ
っ
た
。

　

な
お
、
大
正
一

四
年
当
時
の
県
下

の
女
学
校
は
�
�
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�
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�
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戦
前
の
学
校
教
育
の
基
本
精
神
は
教
育
勅
語
に
つ
き

る
。
教
育
勅
語
は
明
治
二
三
年
一
〇
月
三
〇
日
に
公
布

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
慈
恵
的
な
家
族
国

家
観
を
根
底
と
す
る
忠
君
愛
国
主
義
と
家
長
専
制
、
男

��������	
����������①授業料は２円であった。②入試科目は国語、算
術、地理、日本史、理科の内から行われ、他に口頭試問もあった。③夏季休業は８月１日よ
り８月３１日までであった。
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油
汗
は
一
時
に
洗
つ
た
や
う
。

　

関
東
第
一
の
名
瀑
華
嚴
…
一
滴
の
水
も
流
れ
て
居
な

か
っ
た
。

　

甚
し
く
失
望
落
澹
し
た
の
は
私
や
私
達
ば
か
り
で
は

な
い
。

　
　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
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明
け
て
一
六
日
雨
全
く
霽
る
。
午
前
八
時
タ
ク
シ
ー

六
薹
に
分
乗
し
て
靖
國
神
社
明
治
神
宮
乃
木
神
社
泉
岳

寺
…
二
重
橋
か
ら
宮
城
を
拜
し
、
更
に
銀
座
日
本
橋
の

大
通
り
を
乗
廻
し
て
東
京
驛
へ
着
い
た
の
は
正
午
少
し

前
。
午
後
一
時
四
五
分
ま
で
休
憩
丸
ビ
ル
ヘ
行
く
人
…

構
内
ブ
ラ
の
人
…
賣
店
の
前
に
立
ち
東
京
辨
を
バ
ラ
め

か
し
て
買
物
す
る
人
。
四
日
前
と
は
見
違
へ
る
程
垢
ぬ

け
が
し
た
の
に
氣
が
つ
く
…
私
は
荷
物
の
番
人
…
…
。

　
　

�
�
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一
七
日
午
前
一
一
時
江
ノ
島
を
立
っ
て
鎌
倉
へ
…
。

片
瀬
か
ら
電
車
に
…
長
谷
で
下
車
。
長
谷
觀
音
か
ら
大

佛
…
御
佛
な
れ
ど
大
佛
は
美
男
に
お
は
す
…
…
女
性
な

ら
ぬ
私
に
も
慈
悲
圓
滿
の
形
相
は
氣
持
が
善
い
。

（
原
文
の
ま
ま
）

�
　

毎
年
、
春
か
秋
に
遠
足
が
行
わ
れ
た
。
全
校
そ
ろ
っ

て
同
じ
場
所
に
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
普
通
は
学
年

ご
と
に
違
っ
た
場
所
を
選
ん
で
行
わ
れ
た
。

　

行
き
先
と
し
て
は
石
巻
、
松
島
、
塩
釜
、
猊
鼻
渓
、

平
泉
、
厳
美
、
和
賀
展
勝
地
等
が
選
ば
れ
、
一
泊
、
な

��
�
�
�
�

�

い
し
は
日
帰
り
で
行
わ
れ
た
。

�
　

郡
立
実
女
の
時
代
に
は
独
自
の
運
動
会
は
な
く
、
隣

接
す
る
水
沢
小
学
校
の
運
動
会
に
招
か
れ
て
遊
戯
や
競

技
を
行
う
程
度
で
あ
っ
た
。

　

県
立
移
管
の
大
正
一
二
年
五
月
一
二
日
に
初
め
て
学

校
独
自
の
運
動
会
が
開
か
れ
た
。
徒
競
走
や
提
灯
競
走
、

オ
ル
ガ
ン
の
伴
奏
に
よ
る
遊
戯
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。

　

呼
び
物
は
小
学
校
招
待
リ
レ
ー
で
観
客
を
大
い
に
沸

か
せ
た
。
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大
正
一
二
年
に
は
関
東
大
震
災
の
た
め
、
や
む
な
く

中
止
さ
れ
た
が
、
大
正
一
三
、
一
四
年
に
は
従
来
の
日

光
、
東
京
と
い
う
旅
程
に
新
た
に
江
ノ
島
、
鎌
倉
を
加

え
、
五
泊
六
日
の
日
程
で
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
時
の
楽
し
い
思
い
出
は
会
報
創
刊
号
（
大
正
一

三
年
）
に
以
下
の
よ
う
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

　

五
月
一
四
日
午
前
五
時
五
十
分
、
日
光
線
に
乗
替
へ

る
。
汽
車
の
進
み
は
遅
い
が
高
原
的
な
朝
風
が
窓
か
ら

…
…
。
杉
並
木
に
日
光
氣
分
を
煽
つ
つ
…
喘
ぎ
喘
ぎ
の

一
時
間
餘
で
観
光
客
滿
載
の
列
車
は
す
る
す
る
と
日
光

驛
に
着
く
。

　

私
達
は
半
紙
の
赤
旗
に
導
か
れ
て
旅
館
へ
と
テ
ク
る
。

暫
時
休
憩
…
日
光
山
内
遊
覧
。
先
づ
町
を
出
切
っ
て
大

谷
川
の
日
光
橋
渡
ら
ぬ
先
に
神
橋
の
美
観
に
驚
き
橋
下

の
紺
碧
急
湍
に
魂
消
る
山
内
に
一
歩
踏
入
れ
て
長
坂
兩

側
の
杉
並
木
に
驚
嘆
…
…
拜
観
券
交
付
所
…
紫
の
旗
を

持
ち
羊
羹
色
を
羽
織
っ
た
案
内
人
…
取
附
が
日
光
山
第

一
の
伽
藍
三
佛
堂
。
案
内
人
の
紋
切
型
の
讀
み
口
調
の

説
明
…
…
目
に
だ
け
は
「
綺
麗
だ
な
あ
、
魂
消
た
な
あ
」

の
賞
感
を
味
は
ひ
つ
つ
ず
ん
ず
ん
進
む
。
三
時
間
で
口

に
結
構
を
語
り
得
べ
く
日
光
廟
の
見
學
を
了
る
。

　

安
川
町
か
ら
電
車
で
馬
返
ま
で
…
…
名
物
蔦
屋
の
力

餅
を
さ
げ
て
坂
路
を
テ
ク
る
。
岩
か
ら
岩
へ
の
幸
福
架

橋
深
澤
橋
を
渡
っ
て
深
澤
の
茶
屋
で
中
食
…
…
剣
ケ
峯

茶
屋
で
日
光
へ
引
返
す
人
達
と
暫
し
の
別
れ
…
…
。
私

達
二
二
人
は
汗
ダ
ク
ダ
ク
の
二
時
間
餘
で
山
頂
の
大
平

に
着
く
。
海
抜
四
二
〇
〇
尺
の
白
樺
帯
の
高
山
林
…
…
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制
服
が
決
め
ら
れ
た
の
は
大
正

十
二
年
で
あ
っ
た
。長
い
上
衣
に
バ
ン
ド
付
き
の
も
の
で

あ
り
、各
人
そ
れ
ぞ
れ
教
材
と
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
十
四
回
生
頃
よ
り
夏
服
と
し
て
セ
ー
ラ
ー
服
を
着

用
し
た
模
様
で
あ
る
。
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大
正
一
二
年
六
月
、
大
日
本
弓
道
会
理
事
、
根
矢
鹿

氏
、
本
部
師
範
、
大
泉
成
功
氏
等
が
駒
形
弓
道
会
春
季

大
会
に
来
水
の
折
、
本
校
に
も
来
校
し
、
弓
道
に
関
す

��
�

��
�

�

る
有
益
な
講
話
を
さ
れ
、
弓
道
の
型
等
を
示
範
し
、
少

年
少
女
弓
道
会
設
置
の
必
要
性
を
力
説
さ
れ
た
。
こ
れ

が
き
っ
か
け
で
同
年
一
二
月
二
三
日
、
校
友
会
に
弓
道

部
を
設
置
し
た
。
以
後
、
毎
年
、
度
々
校
内
大
会
が
も

た
れ
た
。

�

��

��

�

　

当
時
は
ピ
ン
ポ
ン
と
称
し
、
体
操
の
時
間
や
放
課
後

等
に
よ
く
行
わ
れ
た
。
校
内
大
会
も
盛
ん
で
紅
白
対
抗

の
勝
ち
抜
き
戦
で
勝
敗
が
争
わ
れ
、
校
内
を
大
い
に
沸

か
せ
た
。

�

��

��

�

　

本
校
の
庭
球
歴
は
古
く
、
す
で
に
郡
立
実
女
時
代
よ

り
校
内
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。

　

県
立
実
女
時
代
に
入
っ
て
ま
す
ま
す
盛
ん
と
な
り
、

部
活
動
と
し
て
は
一
番
活
発
で
あ
っ
た
。
春
と
秋
に
は

紅
白
対
抗
の
形
式
で
校
内
大
会
が
も
た
れ
た
。

　

時
折
、
岩
谷
堂
実
女
等
と
対
外
試
合
も
行
っ
て
い
た

が
、
大
正
一
三
年
九
月
二
一
日
、
花
巻
で
開
か
れ
た
、

第
一
回
県
下
女
子
庭
球
大
会
に
参
加
し
、
応
援
団
七
〇

余
名
を
繰
り
出
し
た
。
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校
友
会
の
学
芸
部
主
催
に
よ
る
学
芸
会
が
折
々
に
開

か
れ
た
。当
時
の
学
芸
会
は
、学
習
成
果
の
発
表
と
い
っ

た
性
格
の
も
の
で
、
保
護
者
を
招
待
す
る
こ
と
も
な
く

校
内
だ
け
で
の
発
表
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
学
芸
会
の
内
容
を
以
下
、
会
報
創
刊
号
よ
り

紹
介
す
る
。

　

世
の
進
歩
と
共
に
教
育
の
内
容
も
大
に
充
實
さ
れ
て

參
り
ま
し
た
の
で
従
來
の
受
動
的
學
習
態
度
は
す
っ
か

り
失
は
れ
て
生
徒
は
進
ん
で
自
己
の
た
め
に
學
習
し
自

己
の
た
め
に
修
養
す
る
と
い
ふ
眞
面
目
な
積
極
的
態
度

に
移
っ
て
參
り
ま
し
た
の
で
そ
の
豊
富
な
思
想
を
交
換

す
べ
く
日
頃
錬
へ
た
美
的
技
倆
を
思
ふ
存
分
發
揮
す
べ

く
無
上
の
楽
し
み
を
こ
こ
に
抱
い
て
日
々
學
事
に
い
そ

��
�

��
�

�

し
ん
で
居
り
ま
す
。

　

今
年
も
も
う
大
分
秋
深
く
な
っ
て
庭
の
千
草
も
夜
毎

の
霜
に
さ
び
し
い
姿
に
な
っ
て
參
り
虫
の
聲
々
も
大
分

す
が
れ
て
參
り
ま
し
た
、
こ
こ
で
も
最
後
の
學
藝
會
が

開
か
れ
ま
し
た
の
、
會
の
規
模
は
小
さ
く
と
も
そ
ん
な

事
に
何
の
關
係
が
ご
ざ
い
ま
せ
う
、
さ
あ
思
ふ
様
愉
快

に
楽
し
く
思
ふ
様
美
し
い
音
曲
の
中
に
ひ
た
り
ま
せ
う
。

　
　

一
、
開
會
之
辭

　
　
　
　
　

四
年　
　

安　

藤　

テ　

ル

　
　

二
、
朗
讀
（
我
が
家
の
富
）

　
　
　
　
　

二
年　
　

鈴　

木　

ヒ　

デ

　
　

三
、
談
話
（
公
徳
）

　
　
　
　
　

三
年　
　

大　

槻　
　
　

恭

　
　

四
、
地
理
（
上
野
よ
り
青
森
ま
で
）

　
　
　
　
　

一
年　
　

福　

地　

ト　

ク

　
　

五
、
合
唱
（
我
が
家
）

　
　
　
　
　

一
年　
　

安　

藤　

ワ　

カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

藤　

リ　

ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

金　

森　
　
　

雪

　
　

六
、
談
話
（
友
の
情
）

　
　
　
　
　

一
年　
　

佐
々
木　

ナ　

ツ

　
　

七
、
英
語
朗
讀

　
　
　
　
　

一
年　
　

遠　

藤　

キ　

ヨ

　
　

八
、
家
事
（
鶏
卵
に
つ
い
て
）

　
　
　
　
　

四
年　
　

大　

塚　

ふ　

さ

　
　

九　

化
學
（
水
に
つ
い
て
）

　
　
　
　
　

三
年　
　

對　

馬　

ヨ　

シ

　
　

十
、
獨
唱
（
鐘
の
音
）

　
　
　
　
　

二
年　
　

阿　

部　

清　

子

　

一
一
、
朗
讀
（
大
和
の
孝
子
）

　
　
　
　
　

一
年　
　

菅　

野　

テ　

ル

　

一
二
、
英
語
對
話

　
　
　
　
　

三
年　
　

大　

槻　
　
　

恭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

川　

ア　

キ

　

一
三
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
獨
奏

　
　
　
　
　

四
年　
　

千　

葉　

ち
ど
り

　

一
四
、
晝
食

　

一
五
、
獨
唱
（
笛
の
音
）

　
　
　
　
　

三
年　
　

松　

野　

智　

恵

　

一
六
、
物
理
（
理
學
界
と
文
化
生
活
）

　
　
　
　
　

四
年　
　

村　

上　

好　

美

　

一
七
、
席
上
作
業
（
裁
縫
割
烹
席
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

有　

志

　

一
八
、
歴
史
（
目
出
度
き
我
が
國
）

　
　
　
　
　

二
年　
　

斎　

藤　

ト　

メ

　

一
九
、
琴
（
六
段
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

有　

志

　

二
〇
、
談
話
（
昭
和
皇
太
后
の
御
事
蹟
）

　
　
　
　
　

四
年　
　

菊　

池　

な　

み

　

二
一
、
英
語
朗
讀

　
　
　
　
　

四
年　
　

安　

藤　

テ　

ル

　

二
二
、
合
唱
（
四
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

有　

志　

　

二
三
、
ピ
ア
ノ
獨
彈

　
　
　
　
　

二
年　
　

阿　

部　

清　

子

　

二
四
、
閉
會
之
辭

　
　
　
　
　

三
年　
　

松　

岡　

チ　

ヨ

　

あ
あ
楽
し
い
會
も
終
り
ま
し
た
滿
場
は
さ
な
が
ら
春

の
様
な
ゆ
っ
た
り
し
た
氣
分
に
充
ち
て
愉
快
に
こ
の
會

を
進
行
し
得
た
事
を
喜
び
ま
す
。（
原
文
の
ま
ま
）
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県
立
移
管
を
機
に
、
大
正
一
二
年
四
月
一
八
日
、
本

校
を
会
場
に
、
会
員
五
二
名
の
出
席
を
み
て
設
立
総
会

が
開
か
れ
た
。
会
長
に
は
菊
池
校
長
、
副
会
長
に
遠
藤
、

大
塚
両
先
生
を
選
び
、
左
記
の
会
則
を
定
め
、
の
ち
講

演
会
、
茶
話
会
を
催
し
散
会
し
た
。
第
二
回
総
会
は
大

正
一
三
年
三
月
二
一
日
に
開
か
れ
て
い
る
。
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第
一
條

　

本
會
ハ
卒
業
生
ヲ
以
テ
組
織
シ
會
員
相
互
ノ
親
睦
ヲ

圖
り
智
能
ヲ
涵
養
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
シ
兼
テ
本
校
ノ

後
援
ヲ
ナ
ス

第
二
條

　

在
校
職
員
及
舊
職
員
ハ
客
員
ト
ス

第
三
條

　

本
會
ニ
會
長
一
名
副
會
長
ニ
名
幹
事
評
議
員
各
若
干

名
ヲ
置
ク

　

本
會
長
ニ
ハ
本
校
長
副
會
長
ニ
ハ
首
席
教
論
及
上
席

女
教
諭
ヲ
推
シ
幹
事
ハ
客
員
並
ニ
會
員
中
ヨ
リ
會
長
之

ヲ
任
シ
評
議
員
ハ
總
會
ニ
於
テ
選
擧
シ
其
任
期
ヲ
二
ケ

年
ト
ス

第
四
條

�

�

�

�

�

　

本
會
ハ
第
一
條
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
為
左
ノ
事
業
ヲ
行

フ
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

　

講
習
、
講
話
會
、
運
動
、
遠
足
、
會
報
發
刊
、
其
他

本
會
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
ニ
必
要
ナ
ル
事
項

第
五
條

本
會
ハ
毎
年
一
回
總
會
ヲ
開
ク
但
シ
時
宜
ニ
ヨ
リ
幹
事

會
ヲ
開
ク

第
六
條

　

會
員
ハ
婚
姻
轉
居
其
他
異
動
ノ
都
度
之
ヲ
本
會
ニ
通

知
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
七
條

　

本
員
ハ
入
會
ノ
時
金
壱
圓
ノ
會
費
ヲ
醵
出
ス
ル
モ
ノ

ト
ス
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